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テーマ
高齢者がもっと２楽しみを持って

生活できるために

～多世代とのつながりを通じて～



高齢者の生活がもっと２楽しみを持った生活ができ
るために

⇒高齢者の楽しみを増やす
外出するきっかけづくり

地域活動の活性化



よしおか！

役場、病院、警察署、
消防署、スーパー等があり
栄えている地区
商業施設が充実している



ひだまり！



町民にとってまさに ひだまり！
公衆浴場や児童館、デイサービスがあり、
幅広い年齢層の方が集まる施設。

施設面積が広く大きな公園や駐車場がある、
憩いの場もある。



利用者からお話しを聞いた

近所に一人暮らし
の高齢者が多い

施設が
遠く感じる

ひだまりの丘の
ようなところが
もっとあるといい

ここにきて話を

することが楽しみ、
生きがいだ

足があればもっと
人が来る



ひだまりの丘をもっと活用するために…

行ってみたくなるイベントを提案します



コンセプトは 世代間交流 つなぐ・伝承

料理を食べ

お風呂で汗を流し

お茶っこ

クッキング

あそびエクササイズ



クッキング

高齢者が伝統的な郷土料理を若い世代
やこどもたちに伝授する

若い世代が旬の食材や大和町の特産品
である舞茸を使ったアイデア料理を作り、
参加者に振る舞う



あそび

懐かしい昔の遊びを子どもたちと一緒にする

竹とんぼ、おてだま、おはじき、めんこ、こま、

花札など



エクササイズ

子ども・高校生～成人・高齢者が３人１チーム
となって、パークゴルフでチーム対抗戦をする。

優勝チームには町の特産品をプレゼントする



コンセプトは 世代間交流 つなぐ・伝承

料理を食べ

お風呂で汗を流し

お茶っこ

クッキング

あそびエクササイズ



利用者からお話しを聞いた

近所に一人暮らし
の高齢者が多い

施設が
遠く感じる

ひだまりの丘の
ようなところが
もっとあるといい

ここにきて話を

することが楽しみ、
生きがいだ

足があればもっと
人が来る



イベントを成功させるために

広報活動

ボランティア募集

交通手段の確保



ひだまりの丘を利用を促進するための対策

◦パンフレットの作成、配置

◦ひだまりの丘のHP作成

◦回覧板や町内放送を利用し
た広報

◦高校生などボランティ
ア活用

◦地域住民による企画

◦町民バスやデマンドタク
シーの利用呼びかけ

様々な世代の人が情報を
キャッチしやすい手段を用いて、

広くアピール
運営の人材確保

好きな時に
気軽に出かけられる



問題点

 道が細く曲がりくねっていて、
道を知っていないと不便
周囲にバス停は一つ

 交通手段としては
自転車が多かった
自家用車で来た、息子に送ってもらった
町民バスやデマンドタクシー利用の方は
いなかった



高齢者による交通事故

出典：毎日新聞.http://mainichi.jp/articles/20161114/k00/00m/040/041000c.
Exciteニュース.http://www.excite.co.jp/News/column_g/20161112/Imedia_71252.html.(2016/11/14参照)



高齢者による交通事故
交通事故の死者数および６５歳以上が占める割合の推移

（平成１５～２４年,警察庁）

町民バス、デマンドタ
クシー（公共交通機
関）の利用は「安全」
の視点にも有用！

出典：政府広報オンライン.http://www.gov-online.go.jp/useful/article/201306/1.html.(2016/11/14参照）



広報
イベントポスターの作成

大和町ホームページやひだまりの丘ホームページ
にての情報発信

回覧板

小・中・高等学校への呼びかけ

当日の町内放送



人材

黒川高校へのボランティアとしての呼びかけ

地元住民（高齢者も含む）へ企画運営への公
募を実施する

主体は地域住民！



高齢者がもっと２楽しみを持った生活

地域活動の活性化

イベントの充実・参加者の増加


